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去
る
10
月
１
日
、
金
融
審
議
会
は

第
２
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
（
座
長
：
神
田

秀
樹
・
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
教
授
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
た
。

本
Ｗ
Ｇ
は
、
金
融
担
当
大
臣
か
ら

金
融
審
議
会
に
対
し
て
、
企
業
情
報

の
開
示
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
に

つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ

き
、
開
催
さ
れ
た
も
の
。

第
１
回
の
議
論

９
月
２
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

さ
れ
た
第
１
回
Ｗ
Ｇ
で
は
、
前
回

（
２
０
１
８
年
６
月
）
の
金
融
審
議

会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ
報
告

以
後
の
企
業
開
示
を
め
ぐ
る
経
済
社

会
環
境
の
変
化
と
し
て
、
次
の
論
点

が
示
さ
れ
、優
先
順
位
等
に
つ
い
て
、

議
論
が
行
わ
れ
た
。

•

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
気
候
変
動

対
応
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
、
多

様
性
の
確
保
等
）

•

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
取

締
役
会
等
の
活
動
状
況
、
政
策
保

有
株
式
、
監
査
に
対
す
る
信
頼
性

確
保
等
）

•

個
別
課
題
（
Ｉ
Ｔ
の
活
用
、
重
要

な
契
約
、
英
文
開
示
、
提
供
情
報

の
適
時
性
等
）

　
委
員
か
ら
は
、「
気
候
変
動
対
応
」

に
つ
い
て
、
近
く
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
る
と
、
優

先
的
に
議
論
す
べ
き
と
の
意
見
が
多

数
聞
か
れ
て
い
た
。

気
候
変
動
開
示
に
関
す
る
議
論

第
１
回
の
議
論
を
受
け
、
第
２
回

Ｗ
Ｇ
で
は
、
気
候
変
動
対
応
に
関
す

る
開
示
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

た
。事

務
局
か
ら
、議
論
項
目
と
し
て
、

図
表
の
論
点
が
示
さ
れ
た
。

⑴　
開
示
に
お
け
る
重
要
性
の
考
え

方
に
つ
い
て
の
委
員
の
意
見

委
員
か
ら
は
、
図
表
⑴
の
開
示
の

重
要
性（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）を「
投

資
家
の
投
資
判
断
に
と
っ
て
重
要
か

否
か
に
つ
い
て
判
断
す
べ
き
」
と
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
、
賛
同
す
る
意

見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
重
要
性
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
気
候
変
動
が
影
響
を
与
え
る
企

業
財
務
に
お
け
る
重
要
性
（
シ
ン
グ

ル
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
と
、
そ
れ
に

加
え
て
企
業
活
動
が
影
響
を
与
え
る

環
境
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
重
要

性
（
ダ
ブ
ル
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）
が

事
務
局
資
料
で
説
明
さ
れ
、
委
員
か

ら
「
シ
ン
グ
ル
か
ダ
ブ
ル
か
の
二
項

対
立
で
は
な
い
。
目
的
適
合
性
が
重

要
で
あ
る
」、「
時
間
の
経
過
と
と
も

に
企
業
価
値
に
影
響
を
与
え
、
財
務

諸
表
に
も
取
り
込
ま
れ
る
と
す
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
が
適

当
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

⑵　
開
示
充
実
の
方
向
性
に
つ
い
て

の
委
員
の
意
見

図
表
⑵
①
ⅳ
の
任
意
開
示
に
つ
い

て
、「『
有
報
に
お
い
て
任
意
開
示
等

を
参
照
す
る
』
と
あ
る
が
、
参
照
さ

れ
た
任
意
開
示
で
の
間
違
い
が
有
報

の
虚
偽
記
載
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
、
任
意
開
示
も
保
守
的
に
な
っ
て

し
ま
う
懸
念
が
あ
る
」、「
投
資
家
に

向
け
た
開
示
は
有
報
で
行
い
、
そ
の

他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
向
け
に
は

任
意
開
示
と
、棲
み
分
け
を
す
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

図
表
⑵
②
の
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
の
４
つ

の
枠
組
み
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
、

「『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
と
『
リ
ス
ク
管

理
』
は
全
企
業
を
対
象
と
し
、『
戦

略
』
と
『
指
標
と
目
標
』
は
重
要
性

の
あ
る
企
業
を
対
象
と
し
て
は
ど
う

か
」
と
の
意
見
が
多
く
聞
か
れ
た
。

（図表）　気候変動対応開示の議論項目	

⑴　開示における重要
性（マテリアリティ）の
考え方

有価証券報告書の記述情報における「重要性」（マテリアリティ）については、一般的には、「投資家の投資判断に
とって重要か否かについて判断すべき」と整理しているが、サステナビリティ開示についても、同様の考え方でよいか。
また、「投資家の投資判断にとって重要か否か」は、企業価値への影響を考慮して判断するというアプローチについ
て、どのように考えるか。

⑵　開示充実の方向性

①　サステナビリティ開示に関して、以下のような意見があるが、有価証券報告書における開示の検討にあたり、
さらにどのような点を踏まえる必要があるか。
ⅰ　サステナビリティ開示の枠組みに関する国際的な検討状況を踏まえ、わが国企業の取組みが投資家に十分
理解されるような開示とすることが求められる。

ⅱ　国際的な議論がまさに行われているところであり、まずは当面の対応の検討、将来的には来年夏に策定予
定のISSB基準などを踏まえた検討が必要。

ⅲ　投資家、企業双方にとって意味のある開示となるよう、比較可能性を考慮する一方で、開示における優先
度や企業の実務負担を十分踏まえる必要がある。

ⅳ　一部の上場企業における創意工夫を生かした任意開示を十分受け止められる枠組み（たとえば、有価証券
報告書において任意開示等を参照することより総覧性を確保するなど）が望ましい。

②　サステナビリティ開示に関して、気候変動開示に係るTCFDでは、「ガバナンス」、「戦略」、「リスク管理」、「指標と
目標」という枠組みが示されているが、開示において特に優先度が高いと考えられる項目は何か。

⑶　海外当局の動向・
スケジュール

本年11月にCOP26が開催され、来年６月にはIFRS財団のサステナビリティ報告基準が最終化される見込みで
あるなか、各国当局のサステナビリティ開示に関する取組みが進んでいる。国内の検討もこうした国際的な動きと
歩調を合わせたものとする必要があると考えられるが、今後のスケジュールを考えるうえで留意すべきことはあるか。

⑷　その他 上記の他、気候変動開示に関して、留意すべき事項はあるか。

金
　
　
融

気
候
変
動
対
応
に
関
す
る
開
示
を
議

論
─
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ

（出所）　金融審議会「ディスクロージャーワーキング・グループ」（第２回）事務局説明資料（２）39、40頁をもとに編集部作成
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会
社
に
は
い
ろ
ん
な
先
輩
が
い
ま

す
。
筆
者
が
入
社
し
た
ば
か
り
で
初
め

て
の
仕
事
に
四
苦
八
苦
し
て
い
た
頃
、

毎
日
の
よ
う
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
先

輩
が
い
ま
し
た
。そ
の
先
輩
は
決
ま
っ
て

「
江
口
君
、
大
丈
夫
？
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
気

に
か
け
て
く
れ
る
こ
と
に
安
心
感
を
覚

え
て
い
た
の
で
す
が
、
不
思
議
と
徐
々

に
不
安
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「

大
丈
夫
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
し

か
し
、
疑
問
形
で
「
大
丈
夫
？
」
と
毎

日
の
よ
う
に
聞
か
れ
る
と
、
だ
ん
だ
ん

と
自
分
が
大
丈
夫
で
な
い
よ
う
な
気
が

し
て
き
ま
す
。
自
分
が
大
丈
夫
そ
う
に

み
え
な
い
か
ら
「
大
丈
夫
？
」
と
聞
か

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
だ
ま
だ
ダ
メ

だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
入
社
し
て

間
も
な
い
時
期
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、「
大
丈
夫
」
と
い

う
言
葉
の
難
し
さ
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
す
。
や
は
り
「
大
丈
夫
」
と
い
う

言
葉
は
、「
き
っ
と
大
丈
夫
だ
よ
」、「
君

な
ら
大
丈
夫
」
の
よ
う
に
肯
定
的
に
断

言
し
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
、
勇
気
づ
け

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
疑
問
形
で
は
な
く
、
肯

定
形
で
断
言
さ
れ
る
こ
と
で
勇
気
づ
け

ら
れ
た
体
験
が
２
つ
続
き
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
定
額
聴
き
放
題
の
音
楽

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
不
具
合

が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
に
電
話
し

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
の
担

当
者
は
、「
必
ず
解
決
し
て
み
せ
ま
す
」

と
断
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

に
感
動
し
ま
し
た
。

医
師
が
「
必
ず
手
術
を
成
功
さ
せ
ま

す
」
と
い
わ
な
く
な
っ
て
久
し
い
で
す
。

ま
た
、
企
業
は
あ
ら
ゆ
る
例
外
や
想
定

外
の
ケ
ー
ス
を
並
べ
立
て
、
商
品
に
は

注
意
書
き
を
増
や
し
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
ば
か
り
に

注
力
す
る
社
会
の
な
か
で
聞
い
た
か
ら

か
、
感
動
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

２
つ
目
は
、
水
泳
教
室
の
コ
ー
チ
の

言
葉
で
す
。
ク
ロ
ー
ル
が
ま
っ
た
く
で

き
な
い
筆
者
に
対
し
て
、「
必
ず
泳
げ

る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
か
ら
」
と
断
言

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
も
し
長
く
通
う

こ
と
が
で
き
た
ら
…
」、「
あ
な
た
が

い
わ
れ
た
と
お
り
に
頑
張
れ
ば
…
」
な

ど
と
条
件
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
一
切
な

く
、
前
も
っ
て
言
い
訳
を
用
意
す
る
こ

と
も
な
く
、
断
言
し
て
く
れ
た
こ
と
に

対
し
て
、
清
々
し
さ
を
感
じ
る
と
同
時

に
信
頼
感
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
し
て
得
た
も
の

は
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
必
ず
解
決
し
て
み
せ

ま
す
」
と
い
わ
れ
た
と
き
、
サ
ー
ビ
ス

デ
ス
ク
の
人
か
ら
仕
事
に
お
け
る
大
切

な
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
断
言
す
る

責
任
、
そ
の
心
意
気
、
逃
げ
道
を
な

く
す
覚
悟
な
ど
は
、
仕
事
の
レ
ベ
ル
を

高
め
、知
見
を
増
や
し
ま
す
。
そ
し
て
、

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
ば
か
り
に
注
力
す
る
仕

事
に
比
べ
る
と
、
達
成
し
た
と
き
に
得

ら
れ
る
満
足
感
や
自
信
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
し
ょ
う
。ま
た
、

「
必
ず
泳
げ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
か

ら
」
と
い
わ
れ
た
と
き
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
あ
り
方
や
信
頼
関
係
の
構
築
の
し

か
た
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
人
だ
っ
た

ら
つ
い
て
い
き
た
い
と
思
わ
せ
る
こ
と

は
、
二
者
関
係
に
お
い
て
も
チ
ー
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
も
信
頼
関
係
構

築
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
聞
く
側
が
姿
勢
を
正
す

必
要
も
あ
り
ま
す
。
肯
定
的
に
断
言
し

て
く
れ
た
の
な
ら
相
手
を
最
後
ま
で
信

じ
切
る
、
多
少
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
イ
チ
ャ
モ
ン
を
つ
け
な
い

と
い
っ
た
態
度
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
双
方
が
リ
ス
ク
を
恐

れ
ず
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

た
ら
、
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
は
安

心
感
や
信
頼
感
が
も
っ
と
増
え
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肯
定
的
に
断
言
す
る
こ
と
も
、
そ
う

言
っ
て
く
れ
た
人
の
こ
と
を
信
じ
切
る

こ
と
も
、
あ
な
た
な
ら
き
っ
と
で
き
ま

す
。
あ
な
た
な
ら
大
丈
夫
!!

大
丈
夫
‼

メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

金
　
　
融

当
面
限
ら
れ
る
米
長
期
金
利
の
低
下

余
地

米
長
期
金
利
が
急
上
昇
し
て
い

る
。
米
国
債
10
年
物
利
回
り
は
、
８

月
半
ば
か
ら
お
お
む
ね
１
・
３
％
台

前
半
で
推
移
し
て
い
た
が
、
９
月
21
、

22
日
に
開
催
さ
れ
た
米
連
邦
公
開
市

場
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
の
終
了
直

後
よ
り
急
上
昇
し
、
６
月
以
来
の
１
・

５
％
台
ま
で
上
昇
し
た
。
米
連
邦
準

備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
タ
カ

派
姿
勢
と
米
国
債
デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス

ク
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

今
回
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金

利
・
経
済
見
通
し
が
公
表
さ
れ
る
会

合
で
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

今
年
を
含
む
今
後
３
年
間
の
物
価

（
コ
ア
Ｐ
Ｃ
Ｅ
）
予
想
の
中
央
値
が
、

前
回
６
月
に
比
べ
て
い
ず
れ
も
上
方

修
正
さ
れ
て
い
た
。

８
月
の
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
会
議

で
の
パ
ウ
エ
ル
議
長
の
発
言
で
は
、

「
イ
ン
フ
レ
が
一
時
的
に
大
き
な
動

き
と
な
り
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策
が
後
追
い

と
な
る
問
題
」
が
指
摘
さ
れ
、
市
場

は
こ
の
発
言
を
条
件
つ
き
の
年
内
緩

和
縮
小
開
始
と
受
け
止
め
た
。
し
か

し
、
今
回
の
物
価
上
昇
予
測
で
は
、

６
月
時
に
想
定
し
た
以
上
に
強
い
と

Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
考
え
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
実
際
、
同
時
公
表
の
利
上
げ
予

想
を
示
す
Ｆ
Ｆ
金
利
見
通
し
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
２
年
中
の
利
上
げ
開

始
を
見
込
む
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
が

18
人
中
９
人
と
な
り
、
前
回
よ
り
２

人
増
加
し
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
物
価
見
通
し
の
上

方
修
正
は
、
９
月
28
日
の
米
連
邦
議

会
上
院
で
行
わ
れ
た
パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ

Ｂ
議
長
の
議
会
証
言
で
も
明
確
に
さ

れ
た
。
物
価
上
昇
の
加
速
要
因
と
し

て
物
流
の
停
滞
や
人
手
不
足
な
ど
供

給
側
の
制
約
悪
化
が
挙
げ
ら
れ
、
今

後
数
カ
月
間
続
く
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
米
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
リ

ス
ク
に
つ
い
て
は
、
同
日
の
イ
エ
レ
ン

米
財
務
長
官
の
上
院
で
の
議
会
証
言

で
強
く
主
張
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

連
邦
政
府
の
債
務
上
限
問
題
へ
の
対

応
が
遅
れ
た
場
合
は
、
10
月
18
日
以

降
、
政
府
の
資
金
枯
渇
の
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
し
、
デ
フ
ォ
ル
ト
へ
の

警
告
を
行
っ
た
。
イ
エ
レ
ン
財
務
長

官
、
パ
ウ
エ
ル
議
長
と
も
に
債
務
上

限
の
引
上
げ
か
撤
廃
を
主
張
し
て
い

る
が
、
現
時
点
で
は
流
動
的
と
の
見

方
が
あ
る
。
米
長
期
金
利
は
、
目
先

は
デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス
ク
で
振
れ
や
す

く
、
こ
の
問
題
が
決
着
し
た
後
も
当

面
は
低
下
余
地
が
懸
念
さ
れ
る
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2021年
9月30日

令和３年度税制改正による
電子帳簿等保存制度の見直
しを受けた監査上の対応に
ついて（お知らせ）

JICPA

令和３年度税制改正による電子帳簿保存法の改正でのスキャナ保存制度の
要件緩和が監査に影響することから、本改正の趣旨を踏まえ、作成されたス
キャン文書の利用を前提とした監査計画の策定、監査手続の実施に努めるこ
とを会員に求めるもの。また、監査対象年度の期中からスキャナ保存制度を
採用する予定の有無と採用予定の場合の対応スケジュール、および電子取引
の取引関係書類の電子データの保管体制について、監査人が事前に被監査
会社と協議のうえ、対応の必要性を考慮することを求めている。なお、スキャ
ナ保存制度に関し、本改正を受けた新たな公表物の作成に着手しており、
2021年12月公表目標で検討を進めている。
https://jicpa.or.jp/specialized_field/20210930dig.html

―

証
　
　
券

新
首
相
の
も
と
で
動
き
出
す
日
本
経

済
と
株
式
市
場

９
月
29
日
、
自
民
党
新
総
裁
が
誕

生
し
、
臨
時
国
会
で
新
首
相
に
選
任

さ
れ
る
予
定
だ
。
一
昔
前
の
日
本
で

は
、
新
首
相
が
登
場
す
れ
ば
、
株
式

市
場
は
ご
祝
儀
相
場
と
な
っ
た
が
、

近
年
、
多
く
の
先
進
国
で
は
政
治
・

経
済
問
題
が
複
雑
化
し
て
お
り
、
必

ず
し
も
株
式
市
場
に
好
影
響
が
生
じ

る
と
は
限
ら
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
自
民
党
総
裁
選
挙
の
動
き

が
活
発
化
す
る
と
、
日
本
の
株
式
市

場
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反
応
を
示
し
、

株
価
は
急
ピ
ッ
チ
で
回
復
し
た
。
こ

れ
は
、
新
政
権
へ
の
期
待
感
の
現
れ

と
の
見
方
も
あ
る
。

し
か
し
、
９
月
中
旬
に
中
国
の
不

動
産
大
手
、
恒
大
グ
ル
ー
プ
の
債
務

不
履
行
懸
念
が
表
面
化
し
、
世
界
中

が
株
安
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
日
本
市

場
も
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
急

ピ
ッ
チ
の
株
価
上
昇
は
ス
ト
ッ
プ
し

た
。
さ
ら
に
、
９
月
下
旬
に
は
ア
メ

リ
カ
の
金
融
政
策
の
方
向
性
や
、
財

政
の
壁
問
題
が
加
わ
っ
て
、
各
国
の

株
価
を
冷
え
込
ま
せ
た
。

新
首
相
は
、
株
式
市
場
の
雰
囲
気

が
あ
ま
り
よ
く
な
い
状
況
で
政
策
の

か
じ
取
り
を
始
め
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
で
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
コ
ロ

ナ
禍
対
応
に
つ
い
て
は
、
新
政
権
始

動
直
前
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
、
経
済
活
動
、
市
民
生
活
は
正
常

化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
第
６
波
襲

来
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
経

済
正
常
化
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
残

し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
経

済
活
動
が
一
本
調
子
で
回
復
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
見
方
も
強

い
。
新
首
相
は
効
果
的
、
か
つ
具
体

的
な
経
済
政
策
を
迅
速
に
実
行
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
行
方
に
、経
済
活
動
、

社
会
活
動
が
振
り
回
さ
れ
て
い
る
の

は
、
各
国
で
共
通
し
て
い
る
。
日
本

よ
り
一
足
早
く
経
済
活
動
を
再
開
し

て
い
た
中
国
、
ア
メ
リ
カ
は
景
気
回

復
一
服
の
兆
し
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
こ
れ
に
は
、
中
国
・
恒

大
グ
ル
ー
プ
の
危
機
、
ア
メ
リ
カ
の

財
政
危
機
も
影
響
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

新
首
相
が
率
い
る
現
在
の
日
本
経

済
は
、
他
の
主
要
国
に
比
べ
て
特
別

に
悪
い
と
は
い
え
な
い
。
今
後
の
株

価
は
強
気
一
本
ヤ
リ
と
は
い
か
な
い

が
、
必
要
以
上
に
弱
気
に
な
る
こ
と

も
な
い
と
の
期
待
の
声
も
あ
る
。

経理用語の豆知識
ライセンスの供与

ライセンスは、企業の知的財産に対する顧客の権利を
定めるものである。ライセンスを供与する約束が、顧客と
の契約における他の財またはサービスを移転する約束と
別個のものでない場合には、ライセンスを供与する約束と
当該他の財またはサービスを移転する約束の両方を一括
して単一の履行義務として処理し、一定の期間にわたり充
足される履行義務か、または一時点で充足される履行義
務であるかを判定する。
ライセンスを供与する約束が別個のものであり、独立し
た履行義務である場合には、ライセンスを顧客に供与する
際の企業の約束の性質が、①ライセンス期間にわたり存在
する知的財産にアクセスする権利、②ライセンスが供与さ
れる時点で存在する知的財産を使用する権利、のいずれ
を提供するものであるか判定する。①の場合は一定の期
間にわたり充足される履行義務として処理し、②の場合は
ライセンスからの便益を享受できるようになった時点で収
益を認識する。

経営者確認書

経営者確認書は、経営者が監査人に提出する書面によ
る陳述をいい、監査人を宛先とする書簡とされているが、
書面または書簡とは文書化されたもの、書かれたものを意
図しており、紙媒体によることを強制するものではない。し
たがって、本人識別性および非改竄性が確保されていれ
ば電子形式により経営者確認書を入手することができ、そ
の場合にはあらためて紙媒体により経営者確認書を入手
する必要はないと考えられる。
本人識別性は、電子証明及び認証業務に関する法律２

条および３条に該当し得る電子署名（ローカル署名型、リ
モート署名型、事業者署名型）を付したPDF等により確保
し得る。非改竄性とは、電子署名を付すほか、内容の変更
に制約のある電子形式ファイルにより確保することができ
るとされている。また、経営者確認書の授受において用い
られているメールアドレスについて通例でない状況が識別
されていないか等についても考慮する。


